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コロンビア区公共図書館内

盲人・身体障害者図書館

　ワシントンD．C。のGストリートにひと

きわ目立つ総ガラス張りのモダンな建物が

ある。コロンビア区公共図書館である。こ

こに盲人・身体障害者にサービスする図書

館がある。

　米国議会図書館の盲人・身体障害者全国

図書館サービス（National　Library　Service

for　the　Blind　and　Physically　Handicap－

ped：略称NLSIBPH）では，盲人に対し

て録音図書，点字図書を製作して全米の登

録館を通じて提供しているが，コロンビア

区の窓口になっているのが，ここの図書館

である。スタッフは，G．J．　Lyons女史ら

11人。NLSIBPH：から定；期的に送られてく

一ビスに当っている。

　また，1978年10月から，ここの図書館独

自でボランティアによる録音テープの製作

を始めている。ボランティアは，「Tape

Recording　Manua1」により訓練をうけ，

年間10ドルの個人会費を納めて登録をう

け，無償で視覚障害者のための朗読に従事

している。図書館には，レコーディング・

スタジオ’がないため，録音機器が貸出さ

れ，ボランティアは自宅で製作している。

現在60名のボランティアが登録され，1ケ

月に2，000頁分のカセットテープを製作し

ている。製作期間は，著作権の処理を含め

て平均6ケ月かかるため，学生からは学期

内に間に合わないという苦情が多いとい
う。

　視覚障害者には先ず書誌情報を提供する

る録音図書，点字図書の地区の盲人に対す

る貸出，リーディング・マシーンの貸出，

修理，読書相談などの業務を，週単位のロ

ーテーションで担当地区内を巡回配本する

ほか，留守番電話も使って24時間図書館サ

ことが必要：で，そのため，ニュ　一一ヨーク・

タイムズのブックレビュー欄を定期的に録

音してサービスしているが，好評のため全

米の利用者にも提供している。〆
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　弱視者のための大活字本は，数多ぐ出版

されている。ことでは約7万冊所蔵し，

その一部が閲覧室に備付嫡られている6大

活字本といっても，現在では本の形態は

．一
高￥曹ﾆ変らず，携帯にも便利なものセと改

善されている。閲覧室にはWorld　Book
Encyblopedia． i全30巻），1 辜買Vントンのメ

トロガイドなどの大活字本が書架を飾り，・

催物案内が点字で壁面に掲示されている。

こ．ごはまた利用者の談話め場ともなってお

り，ボランティアが直接障害者と接触し，・

さまざまな問題が話し合われている。そし「

て毎年4月「オープンハウス」が開催さ

れ，障害者等360人が招待される。出席者1

の半数は視覚障害者で，新しい機器の使い

；方，図書館に対する要望のほか，視覚障寄

者の作6た作品の合評，さらには家庭用品

の使い方に至るまで話し合われ，利用者相・

互，ボランティア，図書館員の交流の場と

なっている。一また，ボランティアの表彰な・

どもここで行なおれている。

　図書館を辞して地下鉄の入口まで来たと「

き，身障者用メトロェレ歳一ターがあみた

のが今でも強く印象に残っている。（視覚

障害者図書館サー一，　e“ス協力室’北川和彦）
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